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私は、合併年である2009年に学校法人関西学院聖
和短期大学に着任して年、この月末で退職とな
ります。この間、多くの学生や教職員の皆様に刺激
を受け、導いていただきましたことを深く感謝して
おります。
さて、前職である私立保育所で園長に就いていま
した時に知った言葉が「保育現場は研究テーマの宝
庫だ」でした。その折はピンと来ずにいましたが、
聖和で教員生活を送ることで、その言葉の意味深さ
が身に染みてわかりました。
拙劣ではありましたが私の主な研究テーマは、
「保育園におけるリスクマネジメント」、「保育士業
務とソーシャルワーク」、「園児の噛みつき行動」で、
そのいずれもが、保育の現場において課題と感じる
ものでした。
リスクマネジメントの研究は、15年程遡るのです
が、園での子どもの受傷事故がきっかけとなり始め
たものです。子どものケガは、ケガをした本人は痛
く傷つくものですが、保護者も、関わった保育士も
辛く後悔する出来事です。また、二度と起こしては
ならない出来事でもあります。管理者は組織の在り
方を見直すために、その現状を把握し、問題点をあ
げ改善していく必要があります。私たちが組織改革
に取り組む中で、神戸親和女子大学の戸江茂博先生
との出会いがあり、ご指導を受けて、「保育園にお
けるリスクマネジメント」の研究がスタートしまし
た。当時、医療などの分野では「リスクの洗い出し」
が盛んに行われていましたが、保育の分野ではケガ
への対応や予防はしていましたが、系統だてた取り
組みは目新しい物だったと記憶しています。また、
保育のプロパーであることやこの研究があったこと
で、聖和短期大学において第の道を歩むことがで
きたと思っています。
聖和での教員生活は、快適でもあり難しくもあり
ました。特に研究活動を行うには、時間にゆとりが
あり、空間（研究室）が保障され、研究費が支給さ
れ、その上いろいろな専門分野の先生方がおられる
と、研究に集中できる環境が整備されていました。
通勤電車で人に揉まれながら本を開く、園児が帰っ
た後に PCを立ち上げる、自腹で遠方の学会に出向
くなどをしなくてもよいのですから、職務の『教育』
『学務』が重くのしかかるのですが、申し分ないも
のでした。また、現場職員が研究することの大変さ
を再確認しました。心残りなことは、研究者として
の知識力やスキルがなかなか向上しなかったことで
す。
聖和の保育には長い歴史と伝統があります。多様
な研究においてそれを実証し継承されることを祈願
いたします。また、本会の今後のご発展を心より
願っております。
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